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歩行特性評価システム
場所や時間に縛られず、三次元歩行特性を評価可能！

概要

運動機能と認知症の関連性が指摘されており、その指標の一つとして歩行
速度の調査が行われている。また、医療現場で実施される歩行計測では、歩
行障害の診断・評価に有効と考えられる歩行パラメータの収集が行われており
、これらを解析することで、歩行障害の診断や治療効果の判定を効果的に
行うことができる。
従来の歩行評価方法として、ストップウォッチや歩数計、ビデオカメラ等を
用いた計測方法があるが、いずれも一歩毎の特性を、場所や歩行距離に拘
束されずに評価することは困難であった。その他の従来法に、慣性センサを用
いて、つま先の加速度を積分して歩行特性を評価する方法がある。しかしなが
らこの手法では、前方歩行にしか適用できないという課題があった。
本発明は、被験者の足に装着できる小型軽量のセンサを用いて、一歩
ごとの足爪先の３次元軌跡を生成する方法に関する。また、3次元軌跡か
ら、歩数、歩幅、歩調、歩行速度、足爪先と歩行面との距離、および足爪
先の振り上げ角度の各３次元歩行特性を評価可能である。

応用例

 健康診断
 リハビリ、怪我予防、インソールの開発  など
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